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振動 系 の 固 有振動数 に 関す る 研究
主� 原 茂
Study of Characteristic Frequencies of the Vibrati on System. 
S. Na gahara 
Abstra ct 
We have obtained c omplete results on the eigenvalues of the seqular equations determ­
ining the characteristic frequencies of the vibration system. 
今 悦 個 の振動子 の 系 があ っ た時 の 固有振動数を決定す る 事を考 え る 。
ご く 初等的 な 力 学 の 考 え か ら 次 の 式が成 り 立つ。
X， コc.. :JCl 拘 <<''11-/ .r，. 
回-1 線 型 撮動 系
む == -fXt ーαX2
X2 = -fx2 ーα(Xt 十 X a)
む == -fxsー α(Xs -.1 十 Xs+ I)
記 n-1 = -fXn-1一 α(X-2 十 Xn)
Xn == -fXn-ax"ー1
ヘ、，Jft\ 
数整
一 - ‘ 、 ， ，
. . . . . . . . . . . . . . . . .  
， ， 
Xs == αsxiwt(ω == 2π ν ， ν: 固有振動数〉 と 置け ば ，
(f-ω勺α。 十 αα1 == 0
αα 。 十 ぐf- ω 勺α 1 十 αα2 == 0
ααn-2 十 C f- ωりα"ー1+ αα，， == 0
αα"- l+ (f-ω勺α，， == 0
故 に 固有振動数は (x o-: (f- w2 )jα〉 次 の 行列式の根 と し て 決定 さ れ る 。
ん件 I X 1 0. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0 0 1 == 0 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . - ( 3 ) 
1 x 1 . . . . . . . . .  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0 0 
… ( 2 )  
0 0 0 … … … … ー … … … …x 1 
0 0 0 ・ … … … … … … ・ 一 一 1 X 
環状 の場 合 に は 同 様な 考 え か ら し て ， 次 の 行列式 の根 と し て 決定 さ
れ る 。
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タベx) = I x 1 0 ・ ー … … … … ・ … … o 1 I = ぐjn(の -jn- �Cx) 士 的 �� O ・ ・ … ' { 4 ) 
1 x 1 . . . . . . . 一 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ ・ 一 ・ . . 0 0 
o 0 x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . x 1 
1 0 0 ・ 一 一 一 一 … - 一 … 1 x 
(士 ; :
odd \ 
even J 
す る と こ の jn(め， g"ケ〉 の性質じり か ら し て 次 の様に 固有振動数につい て き れ い な 関係があ る こ
と が見 出 さ れた。
α1 X' α2 
α2 X 
ロ
。
。
o lJ.2 沼F α 1
α1 X' 
= 0  
X/ = (α1 2 十α2 2 ト 2α1副主cos(})
但 し こ こ に O は 次 の式に よ っ て 決定 さ れ る 。
α lsin(1ι十 l)(}十α2sinn(} ニ O
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= 0 
9 Tπ x' = (αi + αi + 2α内cos l汗子 ) = 0
r = l， 2， … ・ ・ ・ … . . . n
o a1 沼， a2 
a2 お'
x' a = 0 
。
くの 4π x = 2aco8�一一一一一2n 十 1a x
' 
，， fa 十
グ
α
: 
zd日
f+ 
aa α〆 ir π :_ i(r + l)η +4 … 810 -_-- -:-_-81n- 一 一2托 十 1 -- - 2n 十 1 ---- 2n 十 1
。
α x' a 
a x ' 
く4)
尚 こ の種 の 問題は有機化学の世界に於L 、 て 不飽和化合物 の π 電子 の 問題に応用 が あ り ， 色 々 の面 白
L 、 結果が見 出 さ れて い る 。
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